倉敷市長選立候補予定者　　　　　　　　　　　さま

＜200文字程度で候補者ご本人さまが、自由に手書きでご記入下さると幸いです＞

1． １０年後の倉敷市のために取り組みたい重点課題は？
安心して子どもを生み育てることができる環境を整え「子育てするなら倉敷で」といわれるまちをつくります。10年後、家族は育児を楽しみ、未来を担う子どもたちは、明るくいきいきと成長している。倉敷をそのようなまちにすることが私の重点課題です。

　　
2． 倉敷の誇れる所と、そうでないと思う所をあげて下さい。
倉敷の誇れるところは、地域としての多様性であり、各地区に歴史、文化、芸術、産業などの伝統が根付いていることです。その総合的な潜在力と、生み出されたネームバリューは日本有数のものであり、世界に誇れるものと思います。しかしながら、それらを活かし切り、そこから生まれるもの総合的な市民福祉、市民生活の向上として、市民の皆様が本当の意味で享受できていないことが大きな課題であると思います。

3． あなたの夢、又は人生の指針、座右の銘は何ですか？　　
「ボーイズ　ビー　アンビシャス、青年よ、大志を抱け」が人生の指針であり、座右の銘です。子どものころ、「どうして、ボーイズなんだろう？」と思っていました。男性だけでなく、女性も「志」をもつべきだと思います。いくつかの外国の例を見ても、女性が「志」をもてない国には真の意味の幸せも、温かさも、平和もありません。男性も女性も「志」をもち、自己実現ができる、そんな社会が望まれます。

4． 議会とどう関係し、どう市長のリーダーシップ（手腕）を発揮されますか？　
　市長と議会には明確な役割分担があります。市政の執行責任は市長にあり、議会は条例制定権をもつとともに、予算審議などを通じてその執行をチェックするのが役割です。執行責任と役割責任、つまり、市長として判断すべきことと、協議すべきことを混同することなく、市民代表である議会に対して、執行部として、説明責任を果たしながら、執行部の長としてリーダーシップを発揮していきたいと思います。

5． 子ども達に誇れる過去の実績を1つあげてください。　
留学したハーバード・ロースクールで卒業生総代に選ばれたことです。卒業生総代は多くの人種、民族からなる卒業生全員による投票で選ばれます。それは、少数派であるアジア人であり、日本人であり、女性である私の頑張り、人間性、リーダーシップなどを世界各地から来た同級生たちが、総代に相応しいと評価してくれたということです。その意味で誇らしく思います。

ありがとうございました　　サインをお願いします

